
1ら、サイレーゾ用ヒう毛うこしの邑雇適応武取  

恩監毒せ、痍i旦一三阻 ノト椒姓  

l∃  釣   

現在サイし一ゞ剥溶として紅塵も普及してい台ヒラもろこしの遍歴牡鹿  

盤や茎葉叔垂の多い缶ヂソトコーンや頻る肝、盟主鉦労力の酢娘上サイレー  

㌢の守瀾雫合与決＼選挙上宿剥Gあるとごれ、このため水谷・合範の温故な溺、頃  

サイレーゾの帯輿水＼尊父されるド至っ佐。獲ってイ順塑期、贅生殺審及び  

凝叔ズtL取立寛厚と怠る倒伏隆、倒伏蕗劾の凰ミ法家ビの説から咲来の昆巻意  

思揆訝し旨けれ㌍なら宣いのさ、この蛍常患家擬し前記菜灘吠・適し昆笛麿  

乞う象足する。  

工 廠磨潔腐  

草鞋、鼓教練軍内の毯燭で、矢数し充。  

カぐコ＝とそ＼▲妨竃。  

上磯は喋凄凄のブく山沢土手斬璃   

ト     亭  
私 儀と平常最上一薮礫東急   

俣試愚考は畠≠＼〉トコーン、鼻糞ス∂男尊、T⊂・よ号の3盲」敏を畢い  

刈兼弗宝島屋魯た乳熟瀕と努熟熟に分け、全部で、∠鼠とし、／鼠乗積蛙  
／え7れ王をJ温剰ヒした。   

席不「方策駄痘巾占βc創／、叔間3β c／れの3教範、原潜虹窟薪ぷヲ卑  

より司プこ8∵日ご、ある。   

腰椎比企選廃絶上し深爪温り】軽し華。  

玩  碍  

ズ、♂♂ク喝  

き鼠  ′分  
l‾■ ■Ⅳ■■■‘■  

l／♂∠む当  ルク傾∃  

、、  ス皐  イ古♂   qJさ、≠  芦  ／でス   

潜魔法簡琴芝人力‾G、g胃下旬ヒク詞中旬のス回、中劇虻ア閂中旬陳草  

道額希った。  

く／1㍉乙）   



窮登鉄常並桑思   

慮密教≠l魚津のd閂′冒爪ら局白に亘り斉川軽量許し生葡も牌樹や、  

東ダ～√妖の壁承引皇帝い／旅ス木立ヒした。その後の生喪も掘・汽k恵  

まれ敢解・く、＃トつ・た水、7伺下勾の良風。（席末ド扮叶る鹿私）のため／部倒  

伏し更。その状況蛙蕪／萄のとおり弓、ある一  

案′衷 倒 伏 状 況  

濱   究重刷伏■  ト灯ぜ東上  lろ′√ど力「ト  わ＼ ∃項   
メ   タ寅   〟茶   ／   ≠とフ串   

／   ／   g   

：ぺナ免）   （せ、／鬼）  （／ヱ、タ％）  （ノJ∴7月）  Pqg％）  

ニク、タタ）  

／∂   

室ク        ：4ケア）   （久タグ）  （くヱ）   （スタ）   

筑後濁  

禽ヂ＼ントコ  

シ／  

TC 、ぐ－   

腐老 木教杜局後風占区のギター  

（）内慰留一味／暖総本家／ふ∠L茶、軋灯する洩／合  

印ち、旬ダントゴーリぼ樫のヱ晶慶k出ヾてヰ～／♂偉め威粟立斉し  

だ。こ肌lく＿法単犬顕著着生恵の崖笑（二者ス考韓／臼）野火ぎく影智して  

い奄こと叔：考えられ二番。   

熟奥の早晩、即ち台風、kよる倒伏  

韓州の閲」堕Kついて練た左華ま59  

年摂瞳遺影その襲来町豊瓜つ年の市  

あ笥相乗娘眉牒イg＼去／）のもの  

忙払仇わらサ＼肌合りの額尊映あつ於  

し小しこの韓楓七吐Tc．ふ専、長考  

ス∂ス号故託灯刈取肘螢了していて  

包ヂ㌧小コーンの賓熱卿刈酔戟医忘  

蚤サ琵。   

三蔓言㌻トり敷車到刈叢㍉＝封む第ぶ牒  

のとよ）モ考局ヶ  
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寒月泰 阜丈・数聴音隻満場比瀕  

一 ‾‾… 
Ⅳ  ≡ぢミ≡こ二二二重嘉T了㌻手寺「盲妄言三盲   

鞄芸道壷  乳 熟  葵 熱  
；撒蜃＼＼ミミど軋 熟 卜叫－・・－7－一て完  

l  

丈  スJ∴＼＼  

薦 烏 有   ／′只率 C／ケ几  ．／崇そ／（〟㌧】   ノア久♂Cノれ  

、、      ‥  、        ヽ                  、  

厨考、包ヂソトコーソの粛熱射の草丈拉準急し条仇った。眉皇萄の  

測】尭は各記者ヒも私製覇  

轟β衣 魚劇別刈取冒買  

哉／／ l   今／ク ！   既スヌ   

即・ち、取落別の猛威国後は乳無刈秀や仕丁⊂よ吾が∠ス冒、最交ヱクコ  

亨占デ葛、、宙ヂソトコーソケ占苗、黄熟卵刈歌や匪TCナ喜好7∫一日、  

昂奏スクス号クタ」包、宙ラ隼／ヽコーシ㌻倉8ふあって白ヲ㌧′トコーソ世  

他のス患者に比べトて乳無効澱石、ク／〉／孝琶、実悉刈双手蛙／タ～／√琶  

換掛った。づし、も＼金帯刈収量に対する穀寒の敷金冬葡萄づ＼、、熱表別に  

仕笥≠董のとあ♪石、あってTc、吏号、ス∂ス吉紋日ヂシトコーン仁藍ゼ  

て暫l合か盲く訝葬硬膏祓．遺草七して柴喧してし＼る言ク％K達しているこ  

と如くみわづ4た8  

克彦考 課畢劉敏一喪執命  

‾■  
I Tこオ号‡ スクス 号1台ヂソh＝トーン   

†－－ －  ■▲ ▲ ヽ▲▲ ■▼■ ■▼     ■－    ▲▲ ‾■▲▲  ■ ▼▼▼    ▼   ▼  

ヱq≠勉】   ェ号音％  
i  

2牙ヱ％  

l （／Jqク）  
乳  賓〔  

〔／Jく言）  

三‡  

言丁  

←一一－－＋【【－－一一－】【－  

、ヲヱ、∠   

〔／j／．7）  

こぅ  妄  軋  ′＼ヽ＼  

（／∠ノ。〇〉  （／／グ・7  

偉箇 ここち雷ウ敵意紋縛二環渇、官僚憩僻悪ど蕊恵・り丁三治満票、害者。－  

、J▲l   



フぎに笥撃J奴薮についこは奔5舌鼓のとおり昏あって、乳熱期の収亀  

吐毎ヂ、ントコーンか多くイ也のス同番，鮭／占～スヱ％少・盃かった。とこ  

ろ押賓熱媛や敗色ヂンLコーンカモ、／ス～／鼻先感減してし＼る。とのこ  

とは、7声］下旬の東風kよ笥被普、（倒伏）匪5冒密のうち包デソトコ  

ーンか凝も多い於青草叔蟄ヒ及貯した影響蛙転額劉少篭く、倉胃ス／  

ロの曽軋象埼さ吐影響舟木冬輩ったこと肝幼かむ、とうもろこしの衆  

磨佗おし＼て紋台風ゝの回避衆としてヰ生硬せ壁上ナニヒ加速彗さあ局と思  

カ）九る  

粛よ教 育 刈 収 牽 く／ス仰チ）  

；鼓、（）内の教導紋自ヂンしつ－ソを／♂∠フヒし良割合、下段の   

教草虹／♂久重の収蛍  

Ⅱ サイレーゞの調製鼓膜  

お嬢、酢洩虻前藍の激怒淡教軍畠牽別、熟新剤匠刈取つ骨材戦意同い、  

／  サイロ吐乾除サイロえ塞’r見尺×¢天）、フち石言朴yト、∠慮ヒ中敷サイ   

ロ／應を辞し＼置。   

予乾蛙止ず刈上がとし、落込方法吐ノJツターぞ、3c仇農産k認断、よ＜   

勝正し＜世こ－？レ事態閲し、木ぶ虻牒して重石も充分のせた。薮乱円田複   

が材渦司く命令蟹缶欝∠寿のとおりひ頗る。  

■  
窮  ∠  素  

［蚕‡華丁重車  

Tじ∫吾と軋輿   

）11ヨ  

「【」「⊆ 毅熱旦〃 

；水み令室  

－
】
 
 」 
  
  
  
  
  
＋ 
  

17彗由お  

ェ○／乙 貢 ぎ  夕  

室自ヂンL≡：二′し苧．ゲ  

さ三賞き舅憂綻RH、水力＼倉璽の執牽、、有轟観め史蚤みつ粁lてよつ東。  

（くチタニ〉   



困惑、紺叔及為栗  

サイし一バブの芯寒劉薮蚊し＼ヾ九も詰込人冬机ら／βク郎≠上経過してか  

ら麿つ七の否有る珠、項糞スJ長官の乳無期刈のオ組立詰▼込んだ試験サイ  

ロ／寒がご雨メくの落ノ＼K戌 り温牽本能仁在ったム サシプル球款草食、常食円  

田艶ど紐帯7泰のと於り戸＼頗る9  

第  ア  泉  

つぎ任品質冬扇る押P H、水分及び春観衆倉皇と者磯敵控よる判牽陪審  

恩義詔9泰のとおり否額る．  

野合葡 萄 餐 終 発一  

】  

l  、－ ∴て  、：  、  【                                                                                                              ・  
（人！㌔の   



番？轟 有■礫教区よる田野判奥   

「 】一ノー’  ぎ議左前右前て盲丁  Ⅷ判
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丁⊂5琶 ≡乳熱  
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⊥ニニ＝  

－、、      、‥  
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二・＿ く▼－ござ  

鉄扉斗軌忍  才JJぎ   ∂  
肌－．．＿，．＿仁  

∠伊   
●  TC S号  

l、▼、‾  

・、・： 、  

；鼓、萄概観による串好剤東蚊礫教範の為■堵招よるさ  

上髭の岩室鳶＼、∴＼⊃讐」エミこ‘典叶．洲ヒ津浪■．・ろノ．∴ニ怒・合、キJやるこじか認〟1！ゝフ軋  

た。  

ノ  即■ら、凰熟劇刈冬蛙鼓硬サイu、フォ万一万・ポ、ソトし＼ザれにぉいても患部に  

汁乗の牽好餌みられ、舞ってサイ拙か乳鉢、姉七宝周潤嘉し＼てサイレー・‡、、  

の岩野射、諮ノ酸性閤偏在く′分化すること卿判ったも   

また軍臆に切断詰込ん食簸せ蛙内風聞仝泳衆出し庶叡老止め貴く、敬るの  

中井索の貯溜ヒあい患っく尊命の濁欠良夫きいと鬼えら某奄。   

黄熱・新化畑土㌍詰込ん栗サイレーダ虻、車型サイヒ1、ポットの「如何仁力＼  

払わらヂ5呂啓ヒも喫常在敬語映＼得られ、汁液の貯留錬最＜、菌根も噂歌  

K在る愚案呑気聖による喝失も少いものと思われる。もし、力も墓二軍ヂ風  

敷麟のもの互恵込も聞合蚊一婦天質、半誓（／／封尊厳し適正フ1く倉に宗絆するご  

と町政晋ヒノ考えわオしる。   

サイレ｝ダの萄蟄蛭基リブ心〆ブkよ葛草間詰込み、あるい怯粥娘刈た  

行う賜金、蛙失幣上子息虻史観ち、きないこゝ二卿脅し＼の不、可！黎吐乳熟郷よリ苧  

●                   ■、     ●        －  

∬、尊   抱  

刃∴ヒサイレーゞ材・料としくのとうもぅごし臥誼の適、電波釈の轟二粟立尊組  

（′㌣え〉   
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す九貯次のY麓り石あるふ  

（／） 倒 伏 趣   

保釈したj払亀一（由ヂントニトン、「‥cよ号、＆更エクス冒）のうち   

由ヂソトコーン状、戴も劇阻L暴く他のス呂塵■にヒヒ′ヾてダ～ ノ♂番卒▼妨つ   

たf，  

（ネ 劇′失鮮▲関の国産  

包ヂ＼ントコーンⅥ努観照紋思円え享包や訴「た旗二他のス董魔は－ヒ九尊   

れ計司／βg卜し乙♂ヱ等）、g牒／／ロ（T⊂S号〉尽さH］ス／日の右＼   

香し余波の畠を．密っだの汝由ヂソトゴーンのみ、不あったら  

〈途・前肛金紋収量匠滴する喫祖の割合  

由ブントコーゝ／吐乳熱輿市名々ふ％、葵熱奥l石見卑＆％石砺つ・た外敵   

のス轟延紋し＼サ九の無届冬もタク％前後杏あリサイレへゞ朗錬Yして虻  

「拓蛍i悲劇合さ、砺った。  

くめ 賀 刈．恢：堅  

乳熱詔甚蛙自ず＼ントコーシが他のス昂慮仁虹べ＼て／よ彪～宣♂完牒瞞  

■ LT巳野顛輿婿冬匪台乱舞淡の定め／ふ虜～んタ％液状し於。  

ば〉 葛審判、簡閲倒ヒ翠興し置サイレージのお吋   

一弘巣渕ヒ刈上げ泰弘くだも♂＝女賓厳粛のものに比べ＼て石膏が命つた。   

こと匡乳敷顛の材薮虹雅分身里択夢し＼食めサイロの鹿部匠汁液の野営が   

弟、ヒ来J㌔  

1「ア、都下酪喪家奇麗サイレージの呂質厨査  

異国∴古越、渡辺一三部、ノJ＼米蔵及  

／ 匁 り し＼  

都下欝農家の封鎖しだサイレ・｛汐宏一萄当労感興のふも矩え釘軋列匡そ   

六岩野藍鄭聾して、間密庶在席恕し、簡裁蚊チ狩れき草丈ひk折t主上′′「螢阜   

ヒろ。  

尾；軍室ガミ蛋   

レ）免   苫  翠下一や1  

め 牽麺革帯 沼示59年9日～ゴギ■整ヰ  

〔ゞ）車  環  

（．夏‘へ）  




